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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月20日(2019.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グラム陽性菌及びグラム陰性菌の両方の抗菌処理のための布地の洗濯方法であって、
　（ａ）４－４’－ジクロロ－２－ヒドロキシジフェニルエーテルを含む抗菌性液体洗濯
洗剤組成物を用意し、
　（ｂ）前記抗菌性液体洗濯洗剤組成物を水又は水溶液で希釈して、前記４－４’－ジク
ロロ－２－ヒドロキシジフェニルエーテルのスルーザウォッシュ（ＴＴＷ）用量が０．２
５～０．７ｐｐｍの範囲である、洗濯洗浄液を形成し、
　（ｃ）洗濯を必要とする布地を前記洗濯洗浄液と接触させること、
を含むことを特徴とする、布地の洗濯方法。
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【請求項２】
　前記工程（ｂ）において、前記抗菌性液体洗濯洗剤組成物を水又は水溶液で９００～３
０００重量倍の範囲のオーダーによって希釈する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記洗濯洗浄液中の前記４－４’－ジクロロ－２－ヒドロキシジフェニルエーテルの前
記ＴＴＷ用量が、０．４～０．６ｐｐｍの範囲である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記洗濯洗浄液中の前記４－４’－ジクロロ－２－ヒドロキシジフェニルエーテルの前
記ＴＴＷ用量が、０．４５～０．５５ｐｐｍの範囲である、請求項１または２に記載の方
法。
【請求項５】
　前記抗菌性液体洗濯洗剤組成物が、（１）Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖アルキルベンゼンスル
ホネート；（２）０．１～５．０の範囲の重量平均アルコキシル化度を有する、Ｃ１０～
Ｃ２０の直鎖又は分枝鎖のアルキルアルコキシサルフェート；（３）Ｃ１０～Ｃ２０の直
鎖又は分枝鎖のアルキルサルフェート；（４）Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖又は分枝鎖のアルキ
ルエステルサルフェート；（５）Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖又は分枝鎖のアルキルエステルス
ルホネート；（６）Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖又は分枝鎖のアルキルエステルアルコキシレー
ト；（７）１～６０の重量平均アルコキシル化度を有する、Ｃ８～Ｃ２２アルキルアルコ
キシル化アルコール；及びこれらの組み合わせからなる群から選択される、１種以上のア
ニオン性界面活性剤及び／又は非イオン性界面活性剤を更に含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項６】
　前記抗菌性液体洗濯洗剤組成物が、Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖アルキルベンゼンスルホネー
ト、０．１～５．０の範囲の平均アルコキシル化度を有する、Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖又は
分枝鎖のアルキルアルコキシサルフェート、及びこれらの組み合わせからなる群から選択
される少なくとも１種のアニオン性界面活性剤を含む、請求項１～５のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項７】
　前記抗菌性液体洗濯洗剤組成物が、
　（ｉ）Ｒ１－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｌ－Ｈ（式中、Ｒ１は、Ｃ８～Ｃ２２アルキル基であ
り、ｌは、１～２０の範囲である重量平均エトキシル化度を表す）、及び
　（ｉｉ）Ｒ２－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｍ－（ＡＯ）ｎ－Ｈ（式中、Ｒ２は、Ｃ８～Ｃ２２

アルキル基であり、ＡＯは、Ｃ３～Ｃ５アルキレンオキシ基であり、ｍ及びｎはそれぞれ
、ｍが１８～６０の範囲の重量平均エトキシル化度、ｎが０～５の範囲の重量平均アルコ
キシル化度を表す）からなる群から選択される式を有する少なくとも１種の非イオン性界
面活性剤を含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ジフェニルエーテル抗菌剤が、４－４’－ジクロロ－２－ヒドロキシジフェニルエ
ーテル、２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル、及びこれら
の組み合わせからなる群から選択される、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記抗菌性液体洗濯洗剤組成物が、前記組成物の合計重量に対して０．０２重量％～０
．３重量％の量の前記ジフェニルエーテル抗菌剤を含む、請求項１～８のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記抗菌性液体洗濯洗剤組成物が、
　ａ）前記組成物の合計重量に対して０．０２重量％～０．３重量％の量の４－４’－ジ
クロロ－２－ヒドロキシジフェニルエーテルと、
　ｂ）前記組成物の合計重量に対して１０重量％～４０重量％の量のアニオン性界面活性
剤系であって、ＡＥＳおよびＬＡＳを含み、ＬＡＳに対するＡＥＳの重量比は、０．１：
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１～１０：１である、アニオン性界面活性剤系と、
　ｃ）前記組成物の合計重量に対して０．５重量％～５０重量％の量のアルコキシル化非
イオン性界面活性剤であって、平均５～９モルのエチレンオキシドでエトキシル化された
Ｃ１２～Ｃ１６アルコールであるアルコキシル化非イオン性界面活性剤と、を含む、請求
項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　アニオン性界面活性剤系におけるＬＡＳに対するＡＥＳの重量比は、０．５：１～５：
１である、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　アニオン性界面活性剤系におけるＬＡＳに対するＡＥＳの重量比は、０．７：１～２：
１である、請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記抗菌性液体洗濯洗剤組成物が液体組成物である、請求項１～１２のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１４】
　洗濯洗剤組成物および０．２５～０．７ｐｐｍの範囲のスルーザウォッシュ（ＴＴＷ）
用量を有するジフェニルエーテル抗菌剤を含んでなる水溶液からなり、
　前記ジフェニルエーテル抗菌剤が、４－４’－ジクロロ－２－ヒドロキシジフェニルエ
ーテルであることを特徴とする、グラム陽性菌及びグラム陰性菌の両方の抗菌処理のため
の抗菌性洗濯洗浄液。
【請求項１５】
　前記抗菌性洗濯洗浄液中の前記ジフェニルエーテル抗菌剤の前記ＴＴＷ用量が、０．３
～０．７ｐｐｍの範囲である、請求項１４に記載の洗濯洗浄液。
【請求項１６】
　前記抗菌性洗濯洗浄液中の前記ジフェニルエーテル抗菌剤の前記ＴＴＷ用量が、０．４
～０．６ｐｐｍの範囲である、請求項１４に記載の洗濯洗浄液。
【請求項１７】
　前記抗菌性洗濯洗浄液中の前記ジフェニルエーテル抗菌剤の前記ＴＴＷ用量が、０．４
５～０．５５ｐｐｍの範囲である、請求項１４に記載の洗濯洗浄液。
【請求項１８】
　前記抗菌性洗濯洗浄液が、（１）Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖アルキルベンゼンスルホネート
；（２）０．１～５．０の範囲の重量平均アルコキシル化度を有する、Ｃ１０～Ｃ２０の
直鎖又は分枝鎖のアルキルアルコキシサルフェート；（３）Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖又は分
枝鎖のアルキルサルフェート；（４）Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖又は分枝鎖のアルキルエステ
ルサルフェート；（５）Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖又は分枝鎖のアルキルエステルスルホネー
ト；（６）Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖又は分枝鎖のアルキルエステルアルコキシレート；（７
）１～６０の重量平均アルコキシル化度を有する、Ｃ８～Ｃ２２アルキルアルコキシル化
アルコール；及びこれらの組み合わせからなる群から選択される、１種以上のアニオン性
界面活性剤及び／又は非イオン性界面活性剤を含む、請求項１４～１７のいずれか一項に
記載の抗菌性洗濯洗浄液。
【請求項１９】
　前記抗菌性洗濯洗浄液が、Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖アルキルベンゼンスルホネート、０．
１～５．０の範囲の平均アルコキシル化度を有する、Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖又は分枝鎖の
アルキルアルコキシサルフェート、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される少
なくとも１種のアニオン性界面活性剤を含む、請求項１４～１８のいずれか一項に記載の
抗菌性洗濯洗浄液。
【請求項２０】
　前記抗菌性洗濯洗浄液が、
　（ｉ）Ｒ１－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｌ－Ｈ（式中、Ｒ１は、Ｃ８～Ｃ２２アルキル基であ
り、ｌは、１～２０の範囲である重量平均エトキシル化度を表す）、及び
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　（ｉｉ）Ｒ２－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｍ－（ＡＯ）ｎ－Ｈ（式中、Ｒ２は、Ｃ８～Ｃ２２

アルキル基であり、ＡＯは、Ｃ３～Ｃ５アルキレンオキシ基であり、ｍ及びｎはそれぞれ
、ｍが１８～６０の範囲の重量平均エトキシル化度、ｎが０～５の範囲の重量平均アルコ
キシル化度を表す）からなる群から選択される式を有する少なくとも１種の非イオン性界
面活性剤を含む、請求項１４～１９のいずれか一項に記載の抗菌性洗濯洗浄液。
【請求項２１】
　前記ジフェニルエーテル抗菌剤が、４－４’－ジクロロ－２－ヒドロキシジフェニルエ
ーテル、２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル、及びこれら
の組み合わせからなる群から選択される、請求項１４～２０のいずれか一項に記載の抗菌
性洗濯洗浄液。
【請求項２２】
　前記抗菌性洗濯洗浄液が、前記ジフェニルエーテル抗菌剤と前記洗濯洗剤組成物の合計
重量に対して０．０２重量％～０．３重量％の量の前記ジフェニルエーテル抗菌剤を含む
、請求項１４～２１のいずれか一項に記載の抗菌性洗濯洗浄液。
【請求項２３】
　前記抗菌性洗濯洗浄液が、前記ジフェニルエーテル抗菌剤と前記洗濯洗剤組成物とを含
む組成物を含み、
　ａ）前記組成物の合計重量に対して０．０２重量％～０．３重量％の量の４－４’－ジ
クロロ－２－ヒドロキシジフェニルエーテルと、
　ｂ）前記組成物の合計重量に対して１０重量％～４０重量％の量のアニオン性界面活性
剤系であって、ＡＥＳおよびＬＡＳを含み、ＬＡＳに対するＡＥＳの重量比は、０．１：
１～１０：１である、アニオン性界面活性剤系と、
　ｃ）前記組成物の合計重量に対して０．５重量％～５０重量％の量のアルコキシル化非
イオン性界面活性剤であって、平均５～９モルのエチレンオキシドでエトキシル化された
Ｃ１２～Ｃ１６アルコールであるアルコキシル化非イオン性界面活性剤と、を含む、請求
項１４～２２のいずれか一項に記載の抗菌性洗濯洗浄液。
【請求項２４】
　アニオン性界面活性剤系におけるＬＡＳに対するＡＥＳの重量比は、０．５：１～５：
１である、請求項２３に記載の抗菌性洗濯洗浄液。
【請求項２５】
　アニオン性界面活性剤系におけるＬＡＳに対するＡＥＳの重量比は、０．７：１～２：
１である、請求項２３に記載の抗菌性洗濯洗浄液。
【請求項２６】
　前記抗菌性洗濯洗剤組成物が液体組成物である、請求項１４～２５のいずれか一項に記
載の抗菌性洗濯洗浄液。
【請求項２７】
　ジフェニルエーテル抗菌剤と界面活性剤とを含む抗菌性液体洗濯洗剤組成物であって、
布地の洗濯プロセスにおいて、前記ジフェニルエーテル抗菌剤が以下の投与条件：
　（ａ）ジフェニルエーテル抗菌剤を含む前記抗菌性液体洗濯洗剤組成物を、水又は水溶
液で希釈して、希釈された前記ジフェニルエーテル抗菌剤を有する洗濯洗浄液を形成する
こと、および
　（ｂ）希釈された前記洗濯洗浄液における前記ジフェニルエーテル抗菌剤のスルーザウ
ォッシュ（ＴＴＷ）用量が、０．２５～０．７ｐｐｍの範囲であること、
を満足し、
　前記ジフェニルエーテル抗菌剤が、４－４’－ジクロロ－２－ヒドロキシジフェニルエ
ーテルであることを特徴とする、グラム陽性菌及びグラム陰性菌の両方の抗菌処理のため
の抗菌性液体洗濯洗剤組成物。
【請求項２８】
　前記投与条件（ａ）において、９００～３０００重量倍の範囲のオーダーによって希釈
される、請求項２７に記載の抗菌性洗濯洗剤組成物。
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【請求項２９】
　前記洗濯洗浄液中の前記ジフェニルエーテル抗菌剤の前記ＴＴＷ用量が、０．３～０．
７ｐｐｍの範囲である、請求項２７に記載の抗菌性洗濯洗剤組成物。
【請求項３０】
　前記洗濯洗浄液中の前記ジフェニルエーテル抗菌剤の前記ＴＴＷ用量が、０．４～０．
６ｐｐｍの範囲である、請求項２７に記載の抗菌性洗濯洗剤組成物。
【請求項３１】
　前記洗濯洗浄液中の前記ジフェニルエーテル抗菌剤の前記ＴＴＷ用量が、０．４５～０
．５５ｐｐｍの範囲である、請求項２７に記載の抗菌性洗濯洗剤組成物。
【請求項３２】
　前記抗菌性洗濯洗剤組成物が、（１）Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖アルキルベンゼンスルホネ
ート；（２）０．１～５．０の範囲の重量平均アルコキシル化度を有する、Ｃ１０～Ｃ２

０の直鎖又は分枝鎖のアルキルアルコキシサルフェート；（３）Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖又
は分枝鎖のアルキルサルフェート；（４）Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖又は分枝鎖のアルキルエ
ステルサルフェート；（５）Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖又は分枝鎖のアルキルエステルスルホ
ネート；（６）Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖又は分枝鎖のアルキルエステルアルコキシレート；
（７）１～６０の重量平均アルコキシル化度を有する、Ｃ８～Ｃ２２アルキルアルコキシ
ル化アルコール；及びこれらの組み合わせからなる群から選択される、１種以上のアニオ
ン性界面活性剤及び／又は非イオン性界面活性剤を更に含む、請求項２７～３１のいずれ
か一項に記載の抗菌性洗濯洗剤組成物。
【請求項３３】
　前記抗菌性洗濯洗剤組成物が、Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖アルキルベンゼンスルホネート、
０．１～５．０の範囲の平均アルコキシル化度を有する、Ｃ１０～Ｃ２０の直鎖又は分枝
鎖のアルキルアルコキシサルフェート、及びこれらの組み合わせからなる群から選択され
る少なくとも１種のアニオン性界面活性剤を含む、請求項２７～３２のいずれか一項に記
載の抗菌性洗濯洗剤組成物。
【請求項３４】
　前記抗菌性洗濯洗剤組成物が、
　（ｉ）Ｒ１－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｌ－Ｈ（式中、Ｒ１は、Ｃ８～Ｃ２２アルキル基であ
り、ｌは、１～２０の範囲である重量平均エトキシル化度を表す）、及び
　（ｉｉ）Ｒ２－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｍ－（ＡＯ）ｎ－Ｈ（式中、Ｒ２は、Ｃ８～Ｃ２２

アルキル基であり、ＡＯは、Ｃ３～Ｃ５アルキレンオキシ基であり、ｍ及びｎはそれぞれ
、ｍが１８～６０の範囲の重量平均エトキシル化度、ｎが０～５の範囲の重量平均アルコ
キシル化度を表す）からなる群から選択される式を有する少なくとも１種の非イオン性界
面活性剤を含む、請求項２７～３３のいずれか一項に記載の抗菌性洗濯洗剤組成物。
【請求項３５】
　前記ジフェニルエーテル抗菌剤が、４－４’－ジクロロ－２－ヒドロキシジフェニルエ
ーテル、２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル、及びこれら
の組み合わせからなる群から選択される、請求項２７～３４のいずれか一項に記載の抗菌
性洗濯洗剤組成物。
【請求項３６】
　前記抗菌性洗濯洗剤組成物が、前記組成物の合計重量に対して０．０２重量％～０．３
重量％の量の前記ジフェニルエーテル抗菌剤を含む、請求項２７～３５のいずれか一項に
記載の抗菌性洗濯洗剤組成物。
【請求項３７】
　前記抗菌性洗濯洗剤組成物が、
　ａ）前記組成物の合計重量に対して０．０２重量％～０．３重量％の量の４－４’－ジ
クロロ－２－ヒドロキシジフェニルエーテルと、
　ｂ）前記組成物の合計重量に対して１０重量％～４０重量％の量のアニオン性界面活性
剤系であって、ＡＥＳおよびＬＡＳを含み、ＬＡＳに対するＡＥＳの重量比は、０．１：
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１～１０：１である、アニオン性界面活性剤系と、
　ｃ）前記組成物の合計重量に対して０．５重量％～５０重量％の量のアルコキシル化非
イオン性界面活性剤であって、平均５～９モルのエチレンオキシドでエトキシル化された
Ｃ１２～Ｃ１６アルコールであるアルコキシル化非イオン性界面活性剤と、を含む、請求
項２７～３６のいずれか一項に記載の抗菌性洗濯洗剤組成物。
【請求項３８】
　アニオン性界面活性剤系におけるＬＡＳに対するＡＥＳの重量比は、０．５：１～５：
１である、請求項３７に記載の抗菌性洗濯洗剤組成物。
【請求項３９】
　アニオン性界面活性剤系におけるＬＡＳに対するＡＥＳの重量比は、０．７：１～２：
１である、請求項３７に記載の抗菌性洗濯洗剤組成物。
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